
陳情第 10号 

 

川内原発の地震計の自動停止設定値に関する陳情 

 

【陳情の趣旨】 

 東京電力の柏崎刈羽原発の地震による原子炉自動停止設定値は、水平方向は 120 ガル（基礎床/

これは岩盤上と同じ意味）です。2007 年の中越沖地震の時は、この値で運転中のすべての原発が

停止しました。120 ガルというのは建設時の、基準地震動 S1 である 300 ガルの 40%です(柏崎刈羽

原発 1号機 110 万 kw の運転開始は 1985 年 9 月です)。 

 川内原発では建設時の基準地震動 S1 が 1 号機(運転開始は 1984 年 7 月)180 ガル、2 号機(運転

開始は 1985 年 11 月)は 189 ガルですから、柏崎刈羽原発のように 40%とすると、自動停止する揺

れは 72 ガルと 75.6 ガルになります。 

 現在の川内原発の岩盤上の地震計による自動停止の設定値は 160 ガルです。自動停止レベルの

検討を速やかに開始すべきと思いますが、時間を要するかもしれません。しかし、次の地震が迫り、

その上運転開始から 40年を超える老朽川内原発ですから、自動停止を仮に 70 ガルに設定し、いち

早く自動停止できるようにする必要があると思います。 

以上に基づき、下記事項を陳情します。 

 

記 

 

1. 川内原発の地震計の自動停止設定値を適切なレベルまで小さくすべきではないか、検討するこ

と。 
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